
  

 

 

 今年度は、子どもたちの「自己肯定感」を高めることを大切
にしていきます。「自己肯定感」とは、「ありのままの自分を肯
定する、好意的に受け止めることができる感覚」です。自分の
よさに気付き、自分を大切にする気持ちを育てながら、他者（友
達）のよさも認め、他者を大切にしていく、という好循環につ
なげていきたいです。常に子どもファーストで、子どもたちの
自己肯定感を高められるように教育活動を進めます。また、「地
域を愛し、地域に愛される学校」を引き続き目指していきます。
子どもの思い、保護者・地域の思い、そして先生たちの思いのすべてが叶えられたとき、秋
竹小は思いやりと笑顔あふれる輝ける学校となります。そんな学校を目標に、教育活動を進
めていきます。 

朝の登校指導のとき、自分から進んで「おはようございます」と挨拶してくれる子が昨年

より増えてきました。中には、笑顔でお辞儀をしながら、大きな声で挨拶をしてくれる子も

います。朝から、今日一日を楽しく過ごせそうな幸せな気分になります。 

挨拶を交わすことで心が開き、相手との距離が縮まります。まさにコミュニケーション 

の基本です。子どもたちは、学校と家庭で繰り返し教えられ、さらに身に付いていくと思い

ます。どうぞ、ご家庭でも挨拶の輪が広がるようお願いします。 

 朝から校歌が学校中に響き渡っています。入学したばかり 

の１年生も、歌詞を全て覚え、大きな声で楽しそうに歌って 

います。素敵な一日の始まりを感じさせてくれます。 

今年度は、コロナ前のように朝礼において全校合唱をして 

います。素敵な歌声から、私達大人がたくさんの元気をもら 

います。ぜひ、保護者の方にも聞いていただき、幸せな気持 

ちになっていただけるける機会をつくりたいと思っています。 

どの子も安心して安全に過ごせる学校を目標に、４月当初から教職員一同、力を合わせて

取り組んできました。しかし、私達だけでは全てを網羅することが難しいので、環境整備の

草取りや登下校の見守りを保護者の方々にお願いしました。その結果、たくさんの方々にご

協力いただけています。本当にありがたく、感謝の気持ちでいっぱいです。保護者の方、地

域の方のご協力に感謝しつつ、常に「子どもたちの笑顔を守るために」を目標に頑張ってい

きます。これからもご協力の程、どうぞよろしくお願いいたします。 
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